
 

 

平成３１年３月２０日 

総合政策局国際政策課 

（グローバル戦略） 

質の高いインフラ投資、スマートシティ形成に向け、 

今後も協力・推進していくことを確認 

～「ＡＰＥＣ 質の高いインフラ東京会議」を開催しました～ 

 

「ＡＰＥＣ 質の高いインフラ東京会議」 

（１）日 時：平成３１年３月１４日（木）９：００～１７：５０ 

（２）場 所：リーガロイヤルホテル東京 

（３）主な出席者：日本政府（和泉総理補佐官、由木国土交通審議官等） 

ＡＰＥＣおよびＡＳＥＡＮ加盟国・地域の政府（インフラ担当省庁幹部）、 

※２２の国・地域（オーストラリア、カンボジア、カナダ、チリ、中国、香港、インドネシア、
日本、韓国、マレーシア、メキシコ、ミャンマー、ニュージーランド、パプアニューギニア、
ペルー、フィリピン、ロシア、シンガポール、台湾、タイ、米国、ベトナム） 

在京大使館、国際機関(ＷＢ、ＡＤＢＩ等)、東京大学、日本企業 計約 120名 

（４）議 長：［日本側］由木国土交通審議官（国土交通省） 

［チリ側］ガルシア国際コーディネータ（チリ国公共事業省） 

（５）結果概要：別紙をご覧ください。 

   

和泉内閣総理大臣補佐官開会挨拶                 参加者全体 

 

 

 

【問い合わせ先】 

総合政策局国際政策課(グローバル戦略) 上林、遠藤（内線 25206、25227） 

ＴＥＬ: 03-5253-8111（代表）03-5253-8314（直通） ＦＡＸ: 03-5253-1562 

国土交通省は、３月１４日に、「質の高いインフラ投資」の国際的な理解・取組

の推進と世界各国で関心の高い「スマートシティ」形成の推進に向けて、ＡＰＥＣ

およびＡＳＥＡＮから２２の国・地域の政府（インフラ担当省庁次官級・局長級）

を招へいし「ＡＰＥＣ 質の高いインフラ東京会議」を開催しました。 

会議では、質の高いインフラ投資およびスマートシティに係る取組事例を各国・

地域より共有した上で、課題や成功要因について議論し、今後も継続的に協力・推

進することが確認されました。 



別紙 

 

「ＡＰＥＣ 質の高いインフラ東京会議」結果概要： 

［第１部］基調講演 

 開会挨拶において、日本政府を代表して、和泉内閣総理大臣補佐官より、Society5.0の実現

にあたり世界各地においてスマートシティ実現への機運が高まっており、「質の高いインフ

ラ投資」に加え、「スマートシティ」も主要テーマとなってきている旨が示されました。 

 基調講演において、坂根大臣官房審議官（国土交通省）より、日本政府及び国土交通省によ

る質の高いインフラ投資とスマートシティの取組が示されました。続いてリオス大臣補佐官

（チリ国公共事業省）より、質の高いインフラ投資におけるＰＰＰの重要性が示されました。

岡統括役（海外展開支援）（(独)都市再生機構（ＵＲ））からは、ＵＲによるスマートシティ

形成の実績やスマートシティ形成におけるＵＲの役割等が示されました。 

    

＜坂根大臣官房審議官基調講演＞                  ＜フォトセッション＞ 

［第２部］プレゼン＆討議セッション 

 質の高いインフラ投資：経済産業省およびアジア開発銀行研究所、Global Infrastructure 

Hubからの特別講演と各国・地域によるプレゼンテーションが実施されました。質の高いイ

ンフラ投資に係る課題、その解決のための取組、グッド・プラクティス等について紹介され、

議論がなされました。 

 スマートシティ：国土交通省都市局からの特別講演と各国・地域によるプレゼンテーション

が行われ、スマートシティ形成に係るコンセプト、各国・地域での取組等について紹介され、

議論がなされました。 

    

＜ＷＢレヴィンシニアマネージャーによる司会進行＞        ＜東京大学出口教授による司会進行＞ 



別紙 

［第３部］官民対話セッション 

 本邦企業から「質の高いインフラ」および「スマートシティ」に係る技術や事例が紹介され

ました。（登壇企業：ＮＥＣ、ソフトバンク（株）、東京急行電鉄（株）） 

    

＜ＡＤＢＩシータラム氏による司会進行＞                    ＜官民対話＞ 

［第４部］まとめ 

 共同議長によるまとめでは、質の高いインフラ投資およびスマートシティ形成を継続的に協

力・推進していくことを表明、各国・地域において共有されました。 

    

＜由木国土交通審議官によるまとめ＞                    ＜会場全体＞ 

 

［質の高いインフラ視察］（３月１５日：９：００～１６：００） 

 １５日には、本会議出席者を対象に、豊洲市場にて環境配慮型の物流拠点の事例、NEC Future 

Creation Hub にてＩＣＴを活用したスマートシティ技術の事例、我が国最大の処理能力を

有する森ヶ崎水再生センターでは、高度な水処理技術とあわせて下水道事業における再生可

能エネルギーの活用事例をご紹介するツアーを開催しました。 

   

＜豊洲市場＞        ＜ＮＥＣ Ｆｕｔｕｒｅ Ｃｒｅａｔｉｏｎ Ｈｕｂ＞    ＜森ヶ崎水再生センター＞ 


